


































































































































































































































































































































































































































「ある」思考は、あらゆるものを「ある ( 存在 )」か「ない ( 無 )」かの二分法で
























ヘレニズム的思考法では、本源（アルケー）から現れ出る本質 ( 実体 ) とその
現れである現象という思惟装置を大前提として、それらを的確にことばによって
表象できることへの絶対的信頼が揺るがないのであり、ことばによる思考を戯論














































要するに、今の世の中 ( 特にさまざまな学会など ) は、異質を極端に嫌い排除
しようとします。確かに、トンデモ本に出てくるようないかがわしい連中の意見
や紛らわしい話もありますが、それらはかならず自然に淘汰されていくものです。
「人間的に問題があるから、あいつの話は一切聞かない」では、ポアンカレの難
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問も永久に解決されなかったことでしょう。
問題は、さまざまな学問研究集団が、権威第一主義と成果主義、損得勘定に走っ
てしまっていることです。
そのようなところでは、研究のコラボとは、結局は、気が合って同じような研
究傾向を有する研究者のお友達仲間が集まってのことであり、そこでは、真正面
からの議論は不可能で、お互い傷つけあわないように、遠慮とよいしょ、親分子
分の関係と同調しかありません。残念なことですが、これが、私の経験した周囲
の状況です。
まぁ、こんな暗いことばかりでは気が滅入ってしまいますので、最後に気持ち
の良い話をしましょう。
確かに、今の若い人たちの多くは、考えるだけの地味な作業を極端に嫌がりま
す。しかし、そうはいってもすべてのひとがそうではありません。たとえ、ほん
のわずかでも、「考えることの苦しさと楽しさ」「難しいことが氷解した時に味わ
う知的喜び」を求めている人たちが、かならずいます。その人たちの将来に期待
して、日々を過ごすこともまた、共に学ぶ者にとっては、大いなる喜びなのでは
ないでしょうか。
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